
『ほっとサロン＠よこはま』 

～東日本大震災後に横浜市で生活している子育て中の方に向けて～ 
 

間もなく3回目の「3.11」の日を迎えようとしています。 

「ほっとサロン＠よこはま」は、昨年4月からスタートしました。 

少人数の安心できる空間で、震災後のいろいろな出来事や気持ちを 

ゆっくり話せて、子育て中の仲間とも過ごせる場です。 

東北各県から横浜に一時避難されている方、定住を決意された方、故郷に戻られる方、 

ご実家が東北にある方、東北にご親戚や友人がいらして縁のある方、 

直接的なつながりはなくても「東北」について思いをお持ちの方、 

それぞれの「今」と「これから」を一緒に考えていきませんか。 

おいしいお茶を用意してお待ちしています。 

どうぞお気軽にお出かけ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

    

 

 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 日 時：1月 18日・2月 8日・３月22日 全日程土曜日 
１３：００～１５：００ 

② 場 所：港北区地域子育て支援拠点どろっぷ ２階（地図裏面） 
③ 参加費：無料 
④ 伴走者：櫃田 紋子・伊志嶺 美津子 
⑤ 予 約：なるべく事前予約でお願いします 
⑥ その他：＊当日参加できない方は次回のご案内をさせて頂きたますので、 

ご連絡先だけでもお伝え下さい。 

＊同室ですが保育者がいます。お子さん連れでお越し下さい。 

 

主催・問合せ 港北区地域子育て支援拠点どろっぷ 

TＥＬ:045-540-7420／ＦＡＸ045-540-7421 

ＥＭＡＩＬ：admin@kohoku-drop.com 

     協力：福島県・東日本大震災中央子ども支援センター福島窓口 

こんなことを話しました 

●「２年半が経ち、いま、どんなことを思ったり考えたりしていますか」

●３年後のわたし・わたしたち 

●わたし・わたしたちの防災対策 など 

福島県のスタッフが 

参加されるので 

「福島の今」について 

伺うことができます。 

12 月にはみんなで「来年の抱負」を話しながら、

木製のクリスマスオーナメントを作りました。 



 

ＦＡＸ045-540-7421 

               参加申込書              年   月  日 申込 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

港北区地域子育て支援拠点どろっぷとは？ 
 ０歳～６歳の子どもとその親たちが火曜日～土曜日の９時半～１６時まで自由に過ごせる居場所を開いています。 

どろっぷの様子はＨＰや「あっとどろっぷ」という毎月発行の広報紙で紹介しています。毎日の様子はＨＰの「活動紹介」という

ページでアップしているのでご覧になってみて下さい。 広報紙は区役所や地域ケアプラザ、図書館などでも手に取れます。  

URL：http://kohoku-drop.com 

 

     ふりがな 

参 加 者 氏名 
 

連 絡 先 ＴＥＬ：                       ＦＡＸ： 

 

□当日欠席だが今後の案内を希望する 

※何かメッセージなどありましたらご自由にお書きください。 

 

当日来れない方でもこの企画に

関心のある方に向けて、今後の 

ご案内をお送りいたします。 

送付希望の方は、ご連絡先を 

お知らせください。 

              ふりがな 

同伴されるお子さんのお名前 
年 齢 性 別 

  歳  ヶ月 男・女 

  歳  ヶ月 男・女 

  
歳  ヶ月 男・女 

◆サロンの中で聞きたいこと、参加するにあたってご心配なことなど自由にお書きください。 

 

 

住所 〒222-0037港北区大倉山 3-57-3 
アクセス 東急東横線大倉山駅改札を出て 
右手、エルム通り商店街をお進みください。 
駅から徒歩 10分。 
 
横浜市営バス４１系統 川向町行き『観音前』

バス停下車、大倉山駅方向へ戻ってすぐ。 
お車でのお越しはご遠慮ください 
 
☆個人情報は厳重に管理します。 
ご安心下さい。 


